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繰
越
明
許
費
繰
越
計
算
書
の
報
告
に
つ
い
て 

土
地
開
発
公
社
の
２
５
年
度
決
算
等
と
、
平
成
２
６
年
度
事
業

計
画
に
関
す
る
書
類
の
報
告
に
つ
い
て 

文
化
振
興
財
団
の
決
算
と
平
成
２
６
年
度
予
算
の
報
告
つ
い
て 

専
決
処
分
（
人
身
損
傷
の
損
害
賠
償
の
金
額
）
に
つ
い
て 

専
決
処
分
（
平
成
２
５
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算
）
に
つ
い
て 

専
決
処
分
（
市
税
条
例
及
び
市
条
例
の
一
部
の
改
正
）
に
つ
い
て 

専
決
処
分
（
国
民
健
康
保
険
条
例
の
一
部
を
改
正
）
に
つ
い
て 

固
定
資
産
評
価
委
員
の
選
任
に
つ
い
て 

 
 

平
成
２
６
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算
に
つ
い
て 

平
成
２
６
年
度
公
共
下
水
道
事
業
特
別
会
計
補
正
予
算
に
つ
い
て 

市
職
員
の
配
偶
者
同
行
休
業
に
関
す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て 

福
津
市
立
学
校
設
置
条
例
等
の
改
正
に
つ
い
て 

津
屋
崎
武
道
館
整
備
工
事
の
請
負
契
約
の
締
結
に
つ
い
て 

福
津
市
建
設
計
画
の
変
更
に
つ
い
て 

集
団
的
自
衛
権
行
使
を
容
認
す
る
解
釈
改
憲
を
行
わ
な
い
こ
と

を
求
め
る
意
見
書
に
つ
い
て 

 ６
月
議
会
に
提
案
さ
れ
た
１
１
議
案
の
内
、
問
題

点
の
あ
る
４
議
案
に
つ
い
て
は
、
反
対
理
由
を
述
べ

反
対
と
し
ま
し
た
。 

 

福
津
市
６
月
議
会
は
、
６
月
１
２
日

か
ら
６
月
２
４
日
ま
で
開
催
し
ま
し

た
。
議
案
は
、
平
成
２
６
年
度
補
正
予

算
、
条
例
改
定
、
意
見
書
等
で
し
た
。

主
な
議
案
の
概
要
を
報
告
し
ま
す
。 
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●
子
育
て
世
帯
臨
時
給
付
金
に 

６
０
５
９
万
円 

●
認
可
保
育
所
運
営
事
業
費
に 

２
９
２
９
万
円 

補
正
予
算
に
は
歳
出
に
１
８
事
業

が
一
括
提
案
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
そ
の

中
に
１
議
案
で
も
市
民
・
国
民
の
た
め

に
な
ら
な
い
提
案
が
あ
れ
ば
「
何
で
も

賛
成
」
で
き
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。 今

回
は
、「
社
会
保
障
・
税
番
号
制
」

導
入
準
備
予
算
２
７
０
０
万
円
が
提

案
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
下
記
３
点
の
問

題
点
が
あ
り
ま
す
の
で
反
対
し
ま
し

た
。 

 ●
国
や
県
か
ら
の
補
助
金
約
３
億
円
等

の
受
け
入
れ
金
な
ど
。 

●
急
傾
斜
地
崩
落
対
策
費
に 

 
 

 

１
４
８
５
万
円 

●
少
人
数
学
級
指
導
員
報
酬
等
に 

３
８
３
万
円 

●
小
学
校
給
食
事
業
費
に ２

０
８
万
円 

「
高
額
所
得
者
に
応
分
の
負
担
を

求
め
る
」
と
政
府
は
言
っ
て
い
ま
す

が
、
高
額
所
得
者
と
言
え
な
い
人
ま
で

実
質
上
負
担
の
増
と
な
り
ま
す
。 

７
月
早
々
請
求
書
が
き
て
値
上
げ

に
な
っ
て
驚
い
て
い
る
方
も
い
ま
す
。

ご
確
認
く
だ
さ
い
。 

 

平
成
１
６
年
に
発
生
し
た
市
道
緑
町

３
６
号
線
歩
道
の
側
溝
蓋
に
起
因
し
た

転
倒
事
故
の
負
傷
に
対
す
る
損
害
賠
償

１
０
０
万
円
で
す
。 

治
療
に
メ
ド
が
た
っ
て
か
ら
の
話
し

合
い
と
し
た
た
め
時
間
が
か
か
り
ま
し

た
。 

 

軽
自
動
車
税
の
引
き
上
げ
な
ど
を

含
む
条
例
の
改
正
で
す
。 

自
動
車
業
界
の
要
望
に
こ
た
え
て
自

動
車
取
得
税
を
減
税
・
廃
止
し
、
そ
の

ツ
ケ
を
軽
自
動
車
税
の
増
税
で
ま
か
な

う
や
り
か
た
で
す
。 

軽
自
動
車
税
の
自
家
用
は
１
・
５
倍
、

そ
の
他
は
１
・
２
５
倍
に
引
き
上
げ
ま

す
。 日

本
国
民
の
大
衆
車
で
も
あ
る
小
型

車
所
有
者
は
負
担
増
の
影
響
を
大
き
く

受
け
ま
す
。 

よ
っ
て
、
反
対
と
し
ま
し
た
。 

 

 

 
賦
課
限
度
額
の
引
き
上
げ
等
の
改
正

で
す
（
国
民
健
康
保
険
税
の
値
上
げ
）
。 

２
５
年
度
の
事
業
が
完
了
せ
ず
２
６

年
度
に
繰
り
越
し
た
事
業
で
す
。 

一
般
会
計
で
福
間
駅
前
線
整
備
事
業

な
ど
合
計
１
億
２
１
０
０
万
円
。 

公
共
下
水
道
特
別
会
計
は
８
億
５
８

０
０
万
円
の
繰
越
し
を
し
ま
し
た
。 

 

●
電
算
シ
ス
テ
ム
改
修
費
に 

 

２
６
８
４
万
円 

●
臨
時
福
祉
給
付
金
に 

１
億
７
５
９
７
万
円 

 

①
国
民
一
人
ひ
と
り
に
原
則
不
変

の
個
人
番
号
を
付
番
し
、
個
人
情
報
を

こ
れ
に
よ
っ
て
容
易
に
照
合
で
き
る

仕
組
み
を
つ
く
る
こ
と
は
、
プ
ラ
イ
バ

シ
ー
侵
害
や
な
り
す
ま
し
な
ど
の
犯

罪
を
常
態
化
す
る
恐
れ
が
あ
る
。 

②
共
通
番
号
シ
ス
テ
ム
は
、
初
期
投

資
は
、
国
の
段
階
で
３
０
０
０
億
円
と

も
さ
れ
る
巨
額
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
も

か
か
わ
ら
ず
、
そ
の
具
体
的
メ
リ
ッ
ト

も
費
用
対
効
果
し
め
さ
れ
な
い
ま
ま
、

新
た
な
国
民
負
担
が
も
と
め
ら
れ
る
。 

市
の
段
階
で
は
導
入
準
備
費
２
７
０

０
万
円
、
総
額
で
１
億
５
０
０
０
万
円

予
想
さ
れ
る
が
、
メ
リ
ッ
ト
は
導
入
準

備
に
も
か
か
わ
ら
ず
積
算
し
て
い
な
い

お
粗
末
な
も
の
で
あ
る
。 

③
税
や
社
会
保
障
の
分
野
で
は
、
徴

税
強
化
や
社
会
保
障
給
付
の
削
減
の

手
段
と
さ
れ
か
ね
な
い
。 

 

合
併
の
翌
年
か
ら
１
０
年
を 

平
成
３
１
年
ま
で
の
１
５
年
と
す
る
。 

 

分
庁
舎
方
式
を 

福
間
庁
舎
に
行
政
機
能
を
統
合
す
る 

 

本
案
は
、
庁
舎
統
合
を
お
し
進
め
る

た
め
、
合
併
特
例
債
を
使
う
た
め
の
「
福

津
市
建
設
計
画
の
変
更
」
が
目
的
で
す
。 

 

●
日
本
共
産
党
会
派
は
、
庁
舎
統
合
で

ム
ダ
な
お
金
を
使
う
よ
り
市
民
の
身
近

な
暮
ら
し
応
援
の
施
策
を
優
先
す
べ
き

と
主
張
し
て
い
ま
す
。 

●
庁
舎
統
合
に
関
わ
る
全
体
像
（
福
間

庁
舎
・
津
屋
崎
庁
舎
の
整
備
）
も
総
事

業
費
も
明
確
に
な
っ
て
い
ま
せ
ん
。 

●
全
体
像
が
示
さ
れ
ず
、
明
確
で
な
い
、

い
く
ら
費
用
が
か
か
る
か
分
か
ら
な
い

の
に
賛
成
は
で
き
ま
せ
ん
。 

●
庁
舎
統
合
は
誰
の
た
め
の
統
合
か
？

必
ず
し
も
市
民
は
市
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調

査
で
も
統
合
を
求
め
て
い
ま
せ
ん
。 

よ
っ
て
、
反
対
し
ま
し
た
。 

  
 

 


